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実験条件を定め、過去ほとんど未解明な凍土中の不凍水の影響を明らかにしている処である。主な成果を要約すると
以下の通りである。 
⑴ 多数の実験結果と工事事例を分析し、凍土壁をモデル化した凍土構造体に対する載荷実験を実施した上で、凍
土の曲げ強度特性を明らかにしている。 
⑵ 凍土中の不凍水の存在に着目し、その不凍水分量を異なる土質や塩分濃度条件下で確認している。 
⑶ 従来実施されてきた凍土の一軸圧縮試験結果と曲げ最大および降伏強度特性との関係を明らかにし、凍土壁の
設計に対し、設計曲げ強度推定法を新たに提案している。 
 以上のように、複雑な構造体の密集する都市部での凍結工法の実施に対し、より合理的な設計・施工に寄与する処
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
